
（定義変更指標・厚労省提出指標）

指 標
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Process

Outcome

Structure  指標の意義
・�退院指導の不成功、治療の不成功などによる予定外の再入院を防ぐ。退院基準の不達成アウトカムと退院に向けての

療養指導の不成功の測定（初回入院時の治療が不十分であったこと、回復が不完全な状態で早期退院を強いたことに
よるなど）。

・�医療者側が予期していても、患者に説明されていなければ予期しない再発・悪化、合併症発症とする。DPCの再入院
調査の理由参照。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
当月の退院患者のうち、前回退院から 7 日以内に同一傷病名ま
たは随伴症、合併症、併存症で予定外または緊急入院した患者
数

同一傷病名、随伴症、合併症、併存症による予定外・緊急再入院（他
疾患による入院を除く）
42 日以内では、療養支援の不成功の他、やむをえない事由が多
く入ってくることで、評価がしにくく、指標値の変化が見えに
くいため。7 日に変更。

分母 退院患者数

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法

  考察
最小値　0　25％値 0.47　中央値 0.92　75％値 1.55　最大値 2.89
回答病院　73

　指標定義が変更になっており、経年的比較はできません。新規指標ととらえていただく必要があります。
　なお、従来3日以内の再入院がDPCの評価の対象となっていましたが、4日以降の再入院が増加したことから7日
に変更された経緯があります。DPC病院を対象とした場合は退院におけるプロセスをより的確に評価することが必要
です。
　指標を左右する要素として、後方連携機能の状況が大きくかかわると思われ、退院先の情報を加味した評価が必要で
す。

  改善事例
・��著しく多かった月については、院内の月次報告時に補足を付記している。
・��病棟診療委員会での検討する指標として毎月報告し、クオリティマネジメントセンターでも進捗を確認している。

退院後7日以内の予定外・緊急再入院割合26
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指標 26 Outcome退院後7日以内の予定外・緊急再入院割合
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